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表紙：第３６回秋田県優良工事表彰から　

左上：沢内地区 地すべり対策事業 ２６－０２２２１－Ｋ０１工事

右上：岩井沢 治山施設機能強化事業 ＲＦ１１１５Ａ９２１工事

中央：都市公園安全安心対策事業(県立小泉潟公園) ２５－ＵＡ２３－３０工事

左下：県単河川改良事業(横手川) Ｋ４１６－１０工事

右下：地方道路交付金事業(国道２８５号) ２５－ＨＦ５４－４０工事
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第３６回秋田県優良工事表彰から
鹿角第二地区 公害防除特別土地改良事業

００３０６－Ｋ０４工事
（鹿角市十和田毛馬内）
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お祝いの言葉

秋田県知事

佐 竹 敬 久

　第３６回秋田県優良工事表彰を受賞されました皆
様に対し、心からお祝い申し上げます。
　この表彰制度は、県内建設企業の技術力の向上を
目的に、昭和５５年に創設され、今年で３６回目を
迎えました。
　今回受賞された２５件は、対象となる１，７０４
件の工事から選定されたもので、優れた施工技術と
綿密な施工管理のもとに完成された他の模範となる
工事であります。
　建設業は、生活や経済・産業活動を支える社会資
本整備の担い手として、また、県民の安全・安心な
暮らしを守る基幹産業として、重要な役割を担って
おります。
　県では、今後とも、公共事業予算の確保や県内建
設企業の受注機会の確保に努めるとともに、新技術
・新工法導入等活動領域の拡大に向けた支援等を通
じて建設業の経営体質の強化を図るなど、建設産業
の振興に取り組んでまいります。
　受賞された皆様をはじめ、建設産業に携わる方々
におかれましては、本県における社会資本整備の担
い手として、一層のご尽力を賜りますようお願い申
し上げ、お祝いのことばといたします。

 ２ 第３６回秋田県優良工事表彰



　秋田県優良工事表彰幹事長

　　秋田県 建設部 次長

  柴田　公博

第36回秋田県優良工事表彰について

  秋田県優良工事表彰は、建設技術の向上を図ることを目的
に、県発注工事の中から特に優秀な工事を選定し、これを施
工した県内企業と技術者を表彰するもので、表彰には、「優
良工事表彰」と、単独企業として優良工事表彰５回目、１０
回目の受賞者に与えられる「特別表彰」があります。平成２
０年度からは、小規模工事ながら地域の発展に寄与している
企業に対して、各地域振興局長が表彰する「地域振興局長表
彰」を創設しております。
　今回は、平成２６年度に完成した工事の中から、２５件の
工事を優良工事として表彰するものです。施工者の内訳は２
２社、３共同企業体となっており、このうち、１社が１０回
目の受賞、２社が５回目の受賞となるため、これを特別表彰
とするものです。
　これらの工事においては、気象条件やそれぞれの施工上の
厳しい制約を克服する優れた技術力と創意工夫、品質向上や
安全対策における独自の取り組み、関係機関・地域住民との
円滑な調整などが見られます。このように、綿密な施工管理
の下に完成された出来形や品質・出来映えに加え、施工プロ
セスにおいても特に優れていると評価されたものであり、そ
のご努力に対し敬意と感謝を表するものであります。
  今回の優良工事表彰を機に、維持管理時代に対応した新た
な技術の習得など、今後とも一層の技術の研鑽と創意工夫に
努められますことを期待しております。
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番号
受賞回数
特別表彰

工　事　名 工事箇所 代表者名 発注公所

1 ７
鹿角第二地区
公害防除特別土地改良事業
００３０６－Ｋ０４工事

鹿角市
十和田毛馬内

株式会社柳沢建設 柳沢 義生 鹿角地域振興局

2 ８
堪忍沢地区
地すべり対策事業
０６００６－Ｋ０１工事

鹿角市
花輪

株式会社宮原組 宮原 竜也 鹿角地域振興局

3 ９
地方道路交付金事業
（国道２８５号）
２５－ＨＦ５４－４０工事

北秋田市
米内沢

秋田土建株式会社 北林 一成 北秋田地域振興局

4 １
河川災害復旧事業
（長木川）
２５災０１６０－１０工事

大館市
東

株式会社オオタベ 澤口 美恵子 北秋田地域振興局

5 ８
岩館漁港
水産生産基盤整備事業
１０１２６－Ｋ０２工事

八峰町
八森字岩館

大森建設株式会社 大森 三四郎 山本地域振興局

6 ２
県単河川改良事業
（桧山川）
２６－Ｋ２１２－１０工事

能代市
桧山字川向

株式会社石川組 石川 和雄 山本地域振興局

7
中田建設 ７
大森建設 ８

能代港第２灰捨護岸建設事業
（能代港外港地区）
２５－Ｚ１０２－Ｋ１工事

能代市
河戸川

中田・大森
特定建設工事共同
企業体

広幡 信悦 能代港湾事務所

8 ８
昭和豊川地区
農地集積加速化基盤整備事業
０４３０２－Ｋ１０工事

潟上市
昭和豊川

株式会社菅与組 畠山 順太郎 秋田地域振興局

9 ３
都市公園安全安心対策事業
（県立小泉潟公園）
２５－ＵＡ２３－３０工事

秋田市
金足鳰崎

むつみ造園土木株
式会社

佐々木 創太 秋田地域振興局

10 １
地方道路交付金事業
（寺内新屋雄和線）
２６－ＦＩ５４－４０工事

秋田市
浜田館の丸

株式会社中山組 千葉 利則 秋田地域振興局

11
菅与組 ８
沢木組 ６
寒　 風 ４

地方道路交付金事業
（国道２８５号）
２５－ＨＦ１６－Ｎ１工事

五城目町
富津内中津又

菅与・沢木・寒風
特定建設工事共同
企業体

畠山 順太郎 秋田地域振興局

12 ８
地方道路等整備事業
（入道崎寒風山線）
２６－Ｇ７０４－１０工事

男鹿市
北浦相川

株式会社板橋組 板橋 広光 秋田地域振興局

13 ４
地方特定道路整備事業
（男鹿琴丘線）
２５－Ｉ３２４－１０工事

男鹿市
脇本百川

株式会社寒風 菅原 廣悦 秋田地域振興局

14 ６
広域河川改修事業
（豊川）
２５－ＫＡ３１－１０工事

潟上市
昭和船橋

株式会社沢木組 沢木 則明 秋田地域振興局

15
宮原組 ８
沢木組 ６

沢内地区
地すべり対策事業
２６－０２２２１－Ｋ０１工事

由利本荘市
東由利宿

宮原組・沢木組
特定建設工事共同
企業体

宮原 竜也 由利地域振興局

16
５

今　　　回
特別表彰

地方道路交付金事業
（国道１０８号）
２６－ＨＦ１８－６０工事

由利本荘市
矢島町立石

矢島建設株式会社 土田 克夫 由利地域振興局

　※ 受賞回数は企業単独として受賞した回数で、共同企業体として受賞した回数は含まない

第３６回 秋田県優良工事表彰 工事一覧表（１／２）

施工業者
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番号
受賞回数
特別表彰

工　事　名 工事箇所 代表者名 発注公所

17 ４
地方道路交付金事業
（国道１０７号）
２５－ＨＦ１７－３０工事

由利本荘市
御門

長田建設株式会社 長田 憲一 由利地域振興局

18 １
岩井沢
治山施設機能強化事業
ＲＦ１１１５Ａ９２１工事

仙北市
田沢湖生保内

万六建設株式会社 田中 恒雄 仙北地域振興局

19 ６
前沢線２工区
流域育成林整備事業
ＲＦ１２０１Ａ１１１工事

大仙市
協和峰吉川

進藤建設株式会社 進藤 章 仙北地域振興局

20 ７
県単道路改築事業
（大曲大森羽後線）
Ｉ１０６－９０工事

大仙市
大曲福住町

髙吉建設株式会社 佐藤 藤男 仙北地域振興局

21
５

今　　　回
特別表彰

亀福（二期）地区
公害防除特別土地改良事業
００２０７－Ｋ０２工事

横手市
増田町

株式会社吉田建設 吉田 博行 平鹿地域振興局

22 ３
県単道路補修事業
（野崎十文字線）
Ｇ５５７－２０工事

ミノル工業株式会
社

神谷 俊彦 平鹿地域振興局

23
１０

今　　　回
特別表彰

県単河川改良事業
（横手川）
Ｋ４１６－１０工事

横手市
下境

伊藤建設工業株式
会社

中村 清昭 平鹿地域振興局

24 ４
二ツ橋地区
ため池等整備（ため池）事業
０１３０４－Ｋ０１工事

羽後町
上仙道

株式会社柴田組 柴田 晋 雄勝地域振興局

25 ２
地方道路交付金事業
（国道１０８号）
ＨＦ１５－６０工事

湯沢市
秋ノ宮

株式会社皆瀬土木 高橋 光明 雄勝地域振興局

　※ 受賞回数は企業単独として受賞した回数で、共同企業体として受賞した回数は含まない

第３６回 秋田県優良工事表彰 工事一覧表（２／２）

施工業者

横手市
大雄字田根森
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１　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 65,613,240 円

代 表 者

監理技術者等 現場代理人　黒沢 靖規

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆施工業者からのＰＲ

・客土運搬において、運搬前に運搬経路の検討・補修をし、協力依頼の回覧を行い、打合せを
　重ねることでスムーズな客土運搬を行い、工期よりも早く完成させた
・沈殿池を設置し吸い出し防止マットでろ過し、濁り水の流出を防いだ
・また、整地作業においてはレーザーレベルに反応し自動で排土板を制御するブルドーザを使
　用することにより均平度の精度を高めた
・本工事に対しご指導、ご協力いただきました各位には心より御礼申し上げると伴に、本賞受
　賞を励みに今後も技術研鑽を重ね、地域社会に貢献できるよう精進して参りたいと思います

特    徴
１）区画整理工を実施した後、土取り場から客土を搬入し、27.5cmの
　　客土を上乗せする工事である

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・客土運搬前に運搬経路を検討し、狭小区間の通行を減らしたことで事故防止に繋がったとと
　もに、運搬経路沿線自治会に協力依頼の回覧を行ったことで、苦情やトラブルなく工事が終
　えた
　また、工事現場の近隣住民に対する配慮も徹底していた（チラシ配布や子供でもわかる工事
　看板の設置）
・下流域において作付けが行われているため、濁水対策により清水の維持に努めた
・排土板を自動で制御する機能が搭載されたブルドーザを使用し、精度の高い整地作業を行っ
　た

工    期
平成26年3月28日～

完成年月日 平成26年11月5日
平成26年11月28日

概    要 １）客土工 A=2.9ha

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役社長　柳沢 義生

鹿角地域振興局（農林部）

中田 藤春 三澤 克則

 ◆工事概要

鹿角第二地区 公害防除特別土地改良事業 ００３０６－Ｋ０４工事

鹿角市十和田毛馬内

株式会社柳沢建設 05-001843

着工前 完 成
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２　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 10,677,960 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆工事概要

堪忍沢地区 地すべり対策事業 ０６００６－Ｋ０１工事

鹿角市花輪

株式会社宮原組 05-010808

工種・格付 法面 Ａ級

代表取締役　宮原 竜也

現場代理人　渡邊 憲幸

鹿角地域振興局（農林部）

中田 藤春 今田 裕樹

工    期
平成26年11月28日～

完成年月日 平成27年3月20日
平成27年3月20日

概    要 １）法面保護工 A=331.2m
2

 ◆施工業者からのＰＲ

・現場は土砂崩壊が発生した箇所でしたが、一部湧水箇所から切土面が崩壊するおそれがあっ
　たので、適切な湧水処理を行い、補強杭を打ち込むなどして二次災害の防止に努めながら施
　工を行いました
・今後も熟練した法面工の育成を継続的に行い、技術と施工能力の向上に努め、秋田県の防災
　対策の一翼を担えるよう努力して参ります

特    徴
１）本工事は、崩壊土砂の撤去及び法面の崩壊・風化・浸食を防ぐこ
　　とを目的とし、連続繊維補強土により斜面の安定化を図る工事で
　　ある

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・切土完了後、法面中央部に不安定土砂が見られたため、地盤調査を実施し、的確な対策（土
　砂撤去・湧水の排除・支持杭の打ち込み）により斜面の自立安定を図った
・新技術情報提供システムを積極的に活用した（後方監視カメラ搭載油圧ショベルの使用、全
　天候型耐久常温合材の使用、防音と振動を抑えたランマの使用）

着工前 完 成
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３　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 46,361,160 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆工事概要

地方道路交付金事業（国道２８５号） ２５－ＨＦ５４－４０工事

北秋田市米内沢字滝ノ沢

秋田土建株式会社 00-024461

工種・格付 ほ装 Ａ級

代表取締役　北林 一成

現場代理人　小林 勇輝

北秋田地域振興局（建設部）

山西 龍馬 石井 はるか

工    期
平成26年3月7日～

完成年月日 平成26年8月6日
平成26年8月29日

概    要

１）施工延長 L=412.6m

３）歩道路盤工 A=942m
2

５）縁石工 L=407m
３

２）アスファルト舗装工 A=3,880m
2

４）歩道舗装工 A=930m
2

６）踏掛版工 1式
３

・当該事業は、国道２８５号における線形不良、幅員狭小区間及び急勾配区間を解消し、安全
　で円滑な交通確保をすることにより、広域的な幹線道路としての機能強化を図るためのバイ
　パス工事である
・当工区は、舗装工が主な工種であり、工事用の進入路が、起点側からのみであり、隣接工区
　との工程調整が最も重要な課題であったが、工期に余裕を持ち、かつ良好な品質・出来形で
　完成したため、優良工事に推薦する

 ◆施工業者からのＰＲ

・隣接工区との施工調整会議を週一で行い、作業上の問題点等を事前に洗い出した
・隣接工区への影響を考え、舗装乳剤等の工夫に努めた
・積極的に地域の活動に参加するとともに、周辺環境の整備にも努めた

特    徴

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

１）隣接工事との工程・施工調整
２）夏季作業に伴う安全衛生関係の充実

起点側～中間部 中間部～終点部
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４　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 33,009,120 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

１）徹底した施工管理と創意工夫のある施工を行った
２）施工中には、自然環境の保全にも配慮した

・本工事は、平成２５年８月の集中豪雨で被災した堤防の災害復旧工事で、冬期間での厳しい
　施工条件下で適切な品質・工程管理や創意工夫を行い、出水期前までに完成させた工事であ
　る
・コンクリートブロック張工や根固めブロック工等の施工管理をきめ細かに行ったことにより、
　出来形・出来映えが良く、また、仮締切内に入り込んだ魚を川に放流する等、長木川に生息
　する魚類を保護し、自然環境の保全を積極的に行ったこと等、工事全体が高く評価できる

 ◆施工業者からのＰＲ

・コンクリートブロック張施工時は作業所規格値を設け、１段ごとに勾配・基準高・法長等を
　確認し日々の施工管理を厳密におこなった結果、完成時の出来形は規格値を十分に満足する
　ものとなり、出来映えに関しては、張りブロックの起伏等がなく既設護岸とのなじみもよい
　ものとなりました
・仮締切内に魚類等が入り込むことが予想されたので、作業時に確認し捕獲・放流をおこない、
　積極的に魚類等の保護に努めました

特    徴

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

工    期
平成25年12月20日～

完成年月日 平成26年5月30日
平成26年5月30日

概    要
１）施工延長 L=80m

２）護岸工（コンクリートブロック張工） A=1,096m
2

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役社長　澤口 美恵子

現場代理人　佐藤 義一

北秋田地域振興局（建設部）

五十嵐 敦志 佐藤 利将

 ◆工事概要

河川災害復旧事業（長木川） ２５災０１６０－１０工事

大館市東

株式会社オオタベ 05-004417

完成後全景 長木川生息魚類の保護施工状況
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５　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 75,678,840 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

八峰町八森字岩館

00-024641大森建設株式会社

代表取締役　大森 三四郎

山本地域振興局（農林部）

現場代理人　舘岡 勇人

工種・格付 一般土木 Ａ級

岩館漁港 水産生産基盤整備事業 １０１２６－Ｋ０２工事

 ◆工事概要

・工事にあたって、自治会、漁業組合ほか関係者への工事説明会を行い積極的にコミュニケー
　ションを図ることによりトラブルもなく無事故・無災害で完成することが出来ました
・波浪時期の護岸工事であったため、時化、強風による越波対策として既存ブロックを流用し
　消波仮据付を行い手戻りを防止するなどの工夫で、品質確保、工程管理に努めました
・護岸工の施工にあっては、平面線形要素がきつく難易度の高い構造物でありましたが、特注
　Ｒ加工型枠採用などの工夫により、出来形の確保、及び出来栄えの向上に努めました

 ◆発注公所の推薦理由

 ◆施工業者からのＰＲ

・厳寒期における現道を利用しての難工事であったが、交通整理員を配置するなど工程を工夫
　し工期内に完了し、かつ品質・出来形についても優秀な成績であった
・施工上の疑義や問題発生時の対応において、現場代理人の報告が迅速であり、かつ問題解決
　のための対応内容に優れていた
・工事期間中において、車両の通行や、振動・騒音などの影響が最小限となるよう施工対策に
　努め、地域住民からの評価が特に優れていた

藤本 賢佐藤 哲哉

平成26年10月30日～

平成27年3月20日
平成27年3月20日工    期 完成年月日

写　　　　　真

特    徴

概    要
１）護岸（新設）　L=220m
２）臨港道路（改良）　L=220m

１）冬期間の厳しい気象･海象条件（波浪・強風・吹雪など）の中で
　　の海岸沿線護岸の新設工事である
２）住宅地に近接しており、騒音･振動等、施工上の制約の多い現場
　　である

着手前 完 成既設ブロックを流用した波浪対策
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６　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 40,448,160 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

・住宅地に隣接しており、また住宅下の護岸が崩落していることから、護岸基礎工（鋼矢板）
　の打ち込みに際して騒音のみならず振動の影響が懸念されたが、「サイレントパイラー（油
　圧式杭圧入引抜機）」を使用することでこれらを克服した
・護岸施工時の仮締切においては、河川内での作業スペース及び河積の確保、また増水時の仮
　締切決壊による工程の遅れを最小限とするために「建込簡易土留」を使用し、無事、工期内
　に完成させた

 ◆施工業者からのＰＲ

・融雪出水前に完成させるためには周辺家屋の保存と繰返し作業のない安全で確実な施工が不
　可欠であるため、使用機械や締切工法の選択に配慮し、問題なく工期内に完成させることが
　出来ました
・護岸工にはスプリットブロックを使用し、施工性の向上と美観環境の形成を図りました
・本受賞を励みに、今後ともさらなる技術向上に努め、地域社会に貢献して参ります

特    徴

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

１）崩落した護岸の復旧工事である
２）住宅地に隣接し、作業スペース、騒音、振動等様々な制約がある

工    期
平成26年8月28日～

完成年月日 平成27年3月20日
平成27年3月20日

概    要
１）施工延長 L=120.0m

３）法覆護岸工 A=248.0m
2

２）護岸基礎工（鋼矢板） N=35枚

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役　石川 和雄

現場代理人　北嶋 高雄

山本地域振興局（建設部）

佐々木 浩喜 小野 伸太郎

 ◆工事概要

県単河川改良事業（桧山川） ２６－Ｋ２１２－１０工事

能代市桧山字川向

株式会社石川組 05-005004

着手前 護岸基礎工(鋼矢板)
打ち込み状況

完成後
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７　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称

請 負 額 312,407,280 円

代 表 者

許可番号 監理技術者等

（構 成 員）

（許可番号） (監理技術者等)

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆工事概要

能代港第２灰捨護岸建設事業（能代港外港地区） ２５－Ｚ１０２－Ｋ１工事

能代市河戸川

中田・大森特定建設工事共同企業体

工種・格付 一般土木 Ａ級

中田建設株式会社  代表取締役社長  広幡 信悦

00-002898 現場代理人　庄司 賢一

大森建設株式会社  代表取締役  大森 三四郎

00-024641 主任技術者　諸沢 崇

能代港湾事務所（建設部）

桜庭 正人 菊地 次翁

工    期
平成26年3月31日～

完成年月日 平成26年11月14日
平成26年11月28日

概    要
１）施工延長 L=150.21m

３）ケーソン据付工 N=3函
3
２）基礎捨石工 V=5,730m

3

４）上部コンクリート工 V=820m
3

特    徴

１）能代火力発電所からの石炭灰を埋立しながら最終処分する埋立護
　　岸を新規に築造する工事である
２）基礎マウンドを整形し、製作済であるケーソンを港内から曳航し
　　設置した後、上部コンクリートを打設する

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・外港部に新たに築造する構造物であるため、波浪・潮流の影響を直接うける現場でありなが
　ら、陸上工事並の高精度でケーソンの据付を完成させた
・能代港は港湾利用の国内船・国外船のほか能代火力専用の石炭船、地元漁業船・プレジャー
　ボート等すべての船舶が１本の航路を利用するが、その中で連絡調整を積極的に行い、海上
　事故の防止に徹底した

 ◆施工業者からのＰＲ

・ウインチ操作によるワイヤリングと、起重機船によるつり込みの併用作業にてケーソン据付
　作業を行ったことから、５ｍｍ～４０ｍｍの高精度で据付することが出来ました
・港湾利用者関係各位との打合せを密に行うことにより、接触事故などなく、工期内無事故で
  工事を終えることが出来ました

完 成 後

ケーソン据付 3函

上部工 2函分

能代火力発電所

ケーソン据付 3函
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８　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 158,887,440 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆施工業者からのＰＲ

・農業用水量が少ない地域の実情に沿って、地元関係者との調整を図り、円滑に工事を進めた
・重機・資材搬入に関して、資材会社の担当者も交えた安全訓練の実施により、保育園前の通
　行を避け、広域農道側の運行とすることで、一般通行車両及び歩行者の安全確保に努めた
・渇水時期に施工が制限される樋管工と支線用水路工（揚水機場・吸水槽）は、水位の安定し
　た時期を逃さず集中的に施工することで、全体工程に遅れが生じないよう工程管理した

特    徴
１）一般県道古井内大久保停車場線、市道秋田五城目線及び二級河川
　　豊川に囲まれ、一般車両への安全対策や河川の増水への配慮が必
　　要となる

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・本工事受注者が安全協議会の会長として、他６工区の受注者及び地元関係者との連絡調整を
　図ることにより、全工区において円滑に工事を進めることができた
　また、県道及び市道に隣接する工区であり一般交通に対する安全対策が的確に行われていた
・７～８月に雨天が続き、田の整地作業が出来ない状況であったが、班編制を増やして厳しい
　工程の中で秋の転作時期に間に合うよう整地作業を完成する事ができた
・河川へ設置されたコンクリート構造物について、冬期間の施工であったため、養生温度管理
　器具の工夫や乾燥防止材を塗布する等、良好な品質管理に努めた

工    期
平成26年5月12日～

完成年月日 平成27年3月20日
平成27年3月20日

概    要 １）区画整理工 A=10.9ha

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役　畠山 順太郎

現場代理人　牧野 政紀

秋田地域振興局（農林部）

石井 源直 高橋 幸大

 ◆工事概要

昭和豊川地区 農地集積加速化基盤整備事業 ０４３０２－Ｋ１０工事

潟上市昭和豊川

株式会社菅与組 05-000958

着工前 施工状況完 成

第３６回秋田県優良工事表彰  １３



９　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 48,542,760 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

秋田市金足鳰崎

00-009275むつみ造園土木株式会社

代表取締役  佐々木 創太

秋田地域振興局（建設部）

現場代理人　信太 和仁

工種・格付 造園 Ａ級

都市公園安全安心対策事業（県立小泉潟公園） ２５－ＵＡ２３－３０工事

 ◆工事概要

・施工場所は高低差があるため、階段部の施工など上部エリアから順序に仕上げる必要があり、
　手戻りとならないように作業工程を適宜見直し、余裕をもって完成させることが出来ました
・周囲が既存の石積みなどで囲われているため、細部の収まりや周辺景観との調和に留意して
　施工を行いました
・本工事の完成後も、別途工事が継続しており、その施工業者と打ち合わせを密に行い、噴水
　広場全体の完成イメージを共有して施工を進めました

 ◆発注公所の推薦理由

 ◆施工業者からのＰＲ

・冬期間の施工もある中、出来形、品質ともに優れ、円形部の縁石を３０ｃｍ製品を使用する、
　側溝グレーチングに予め切断加工したものを使用するなど仕上がり、安全面に配慮した施工
　管理であった
・施設の維持管理及び周辺景観などを考慮した提案などを積極的に行い、より良い噴水広場と
　なるよう熱意が感じられた
・噴水広場の完成イメージ看板の設置やバリケードに代わり周辺景観に配慮してオレンジネッ
　トで施工エリアの仮囲いを行うなど、公園利用者への配慮が見られた
・別工事との協議会設置や調整を密に行い、噴水広場全体の仕上がりを考慮した施工であった

高階 優子藤元 栄悦

平成26年9月22日～

平成27年3月25日
平成27年3月23日工    期 完成年月日

写　　　　　真

特    徴

概    要

１）維持管理・周辺景観・安全性を考慮した施設の提案・実施
２）公園利用者へ配慮した製品使用、看板設置

１）プレキャストＵ型側溝 L=258ｍ

３）インターロッキング舗装 A=1,108ｍ
2

５）階段工 7箇所
３

２）地下排水管 L=208ｍ

４）タイル舗装 A=63ｍ
2

着工前 完成（供用開始後）
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１０　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 68,912,640 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

　
 ◆施工業者からのＰＲ

・常に強風であるという現場条件に対応するため、気象の情報収集に努めながら作業し、歩行
　者に対しても、段差処理のためのゴムマットに接着固定をする等安全確保に努めた
・交通量の多い工区であったので、終日規制をかけるに当たり交通渋滞が懸念されたので予告
　看板や電光掲示板を利用し事前ＰＲを早期に行った
・夜間規制時についても交通誘導員の交代制配置により安全に配慮し、又、監視員を配置し路
　面凍結に対しても配慮した

特    徴
１）周辺へのイメージアップおよび県民向け説明会の開催
２）交通解放しながらの補修工事への適切な対応

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・当該工事は供用から約２０年が経過し舗装の破損が著しい館の丸大橋の橋面補修工事である
　橋の長寿命化の要である床版防水工や伸縮装置の交換など難度の高い工事を、管内でも比較
　的交通量の多い工事区間にあって、限られた施工時間帯の中で品質・出来形管理に配慮し、
　優れた出来映えで工事を完成させた
　特に別途発注となった他工事との重複施工にも係わらず、互いに工程調整を実施し、無事故
　で竣工した
・施工現場のイメージアップも怠らず、景観に配慮した現場事務所を設置した
　さらに平成２６年１０月２５日に開催された県民向けの現場見学会では、橋の舗装・床版の
　劣化メカニズムを模型を用いて説明し、社会資本の維持補修の重要性を啓発するとともに、
　子供向けに工事用車両の体験搭乗を実施し建設業界のＰＲも実施した

工    期
平成26年8月29日～

完成年月日 平成27年1月9日
平成27年1月9日

概    要

１）施工延長 L=370.0m 　  　２）舗装打換工 1式
３）縁石工 L=366m　　　　 　４）伸縮装置取替工 L=44.4m
５）ひび割れ注入工 L=42m　　６）車道床版断面欠損部補修 1式
７）歩道・車道床版クラック補修 1式

工種・格付 ほ装 Ａ級

代表取締役  千葉 利則

現場代理人　川邉 弘幸

秋田地域振興局（建設部）

太田 哲 松塚 忠政

 ◆工事概要

地方道路交付金事業（寺内新屋雄和線） ２６－ＦＩ５４－４０工事

秋田市浜田館の丸

株式会社中山組 05-040157 

車道床版ひび割れ補修 さきがけ誌上でも報道された見学会車道床版破損箇所補修
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１１　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称

請 負 額 731,850,000 円

代 表 者

許可番号 監理技術者等

（構 成 員）

（許可番号） (監理技術者等)

（構 成 員）

（許可番号） (監理技術者等)

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆施工業者からのＰＲ

・施工機械（エレクター付吹付機）、作業工法（鉄筋型枠先行工法）の選定により作業効率を
　上げ、工期短縮を図った
・坑門に膨張剤配合コンクリ－トを使用し、遮風シ－トを設置して養生し、覆工型枠脱型後に
　は乾燥収縮低減剤を散布してコンクリートのひび割れ防止に努めた
・ずり仮置場に土留材で高低差を設け、掻揚げ作業・積込・搬出作業の効率化を図った
・インバ－ト下部、坑門背面に暗渠管を設置したことで、湧水を良好に処理できた

特    徴

１）終点側坑門工の施工に鉄筋型枠先行工法を採用し、工事工程を短
　　縮
２）鏡吹付の施工により、支保工建込・吹付け・ロックボルト打込作
　　業の安全を確保

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・本工事は、国道２８５号の道路改良事業に伴うトンネル工事であった
・トンネル掘削において、当所の想定より岩質の硬い区間が出現し、ブレーカ掘削が予定通り
  進まなかったため、発破工法へ切り替えた
　このため、工事工程の短縮を図ることを考慮し、終点側抗門工の施工に鉄筋型枠先行工法を
　採用した
・また、切羽の状況を確認したところ、落盤・肌落ちによる事故の危険性があったため、労働
  者への安全確保を考慮し、鏡吹付を全施工区間で実施した
・上記のように工程管理及び安全管理に特筆していたことから、優良工事にふさわしい

工    期
平成25年10月11日～

完成年月日 平成27年3月25日
平成27年3月25日

概    要
１）施工延長 L=670m
２）トンネル工[NATM] L=239m

株式会社寒風　代表取締役社長　菅原 廣悦

00-0023067 主任技術者　杉本 信一

秋田地域振興局（建設部）

太田 哲 佐藤 元彦

株式会社菅与組　代表取締役　畠山 順太郎

05-000958 現場代理人　菅生 悟

株式会社沢木組　代表取締役　沢木 則明

05-005082 主任技術者　飯沼 忠志

 ◆工事概要

地方道路交付金事業（国道２８５号） ２５－ＨＦ１６－Ｎ１工事

五城目町富津内中津又

菅与・沢木・寒風特定建設工事共同企業体

工種・格付 一般土木 Ａ級

鉄筋型枠先行工法（終点側） 鏡吹付
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１２　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 48,837,600 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆施工業者からのＰＲ

・施工機械の選定と仮設受け台の製作により、路線バスの通過と一般車両の片側交通通行を可
　能にし、最小規制での施工を行った
・過去の経験から、完全埋設型の伸縮装置の設置にあたり、表層深さ３ｃｍのカッターを入れ
　る等、表層のひび割れに対応した
・足場工では墜落防止の為、床版の桁上破砕用足場を上フランジと同じ位の高さで設置し、施
　工を行った

特    徴
１）仮設工法の工夫による交通障害の軽減
２）橋梁長寿命化への配慮

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・当該工事は供用から約６０年が経過し床版・舗装の破損が著しい大増川橋の耐荷力を現行示
　方書レベルへ引き上げる橋梁補強工事であり、橋の長寿命化の対策にも配慮した施工を実施
　した
・現場は日本海に面した管内でも有数の施工条件の厳しい現場でありながら、劣化部材の取り
　壊しから補強部材の取付、新床版の製作、舗装に至るまで、全面通行止めにすることなく無
　事故で竣工した
・特に当初設計で不可避としていた一時的な全面通行止めを施工機械の機種選定及び配置計画
　の見直しなどにより回避するとともに、片側交互通行時の仮設ガードレールの設置治具の工
　夫により車両通行帯幅を広くする事に成功し、路線バス等の運行の安全性も高め施工期間内
　の交通障害を最小限に留めた

工    期
平成26年7月4日～

完成年月日 平成27年3月20日
平成27年3月20日

概    要
１）施工延長 L=16.95m　２）橋面工 1式　３）床版取替工 A=126.0m

2

４）伸縮装置設置工 L=14.4m　 　５）塗替塗装工 A=210m
2

６）下部補修工 1式
3
　　 　　 　７）仮設工 1式

３

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役　板橋 広光

現場代理人　三浦 政樹

秋田地域振興局（建設部）

太田 哲 松塚 忠政

 ◆工事概要

地方道路等整備事業（入道崎寒風山線） ２６－Ｇ７０４－１０工事

男鹿市北浦相川

株式会社板橋組 05-001354 

竣工写真 片側交互通行状況主桁補強状況
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１３　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 85,075,920 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆工事概要

地方特定道路整備事業（男鹿琴丘線） ２５－Ｉ３２４－１０工事

男鹿市脇本百川

株式会社寒風 00-023067

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役社長　菅原 廣悦

現場代理人　藤垣 和弘

秋田地域振興局（建設部）

太田 哲 佐藤 元彦

工    期
平成25年10月25日～

完成年月日 平成26年7月11日
平成26年7月11日

概    要
１）施工延長 L=859m

３）地盤改良工 V=2,900m
3

２）裁荷盛土工 V=2,200m
3

４）下層路盤工 A=4,890m
2

特    徴
１）地盤改良における飛散防止型セメントの使用
２）周辺への影響を考慮したＮＥＴＩＳ登録製品（施工機械）の使用

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・本工事は主要地方道男鹿琴丘線の道路改良（バイパス）工事である
・周辺の住居に配慮し、ＮＥＴＩＳ登録の施工機械等（オイルフェンス一体型発電機、超低騒
　音ブレーカー、ソーラー点滅灯など）を使用した
・また、田畑及び周辺環境に配慮し、飛散防止型セメントを使用するなど工事により、周辺地
　域に与える影響を最小限のものとした
・住民とのコミュニケーションを図り、要望を出しやすい環境を作ることによって、苦情によ
　るロスを無くした
・施工箇所が現道拡幅箇所だったが、住民及び市町村、警察と協議し、工事の際に全面通行止
　めとすることにより工期短縮を図った

 ◆施工業者からのＰＲ

・工事対象道路は田畑に面し、施工中は田植え時期とも重なるため、住民や利用者からの苦情
　を最小限に抑えることが安全且つ円滑な現場運営につながると考えた
　そのため住民へ工事中に予想される不具合とその対策について納得するまで説明し、工事に
　対する不安や不満を取り除くことで工事への理解と協力を得ることができた
・地域住民の要望であった用排水路の再検討、農道乗り入れ部の拡張、田へのダスト材敷入れ
　等にも工事として可能な限り配慮した

着手前 完成後
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１４　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 62,975,880 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

・場所打杭施工にあたり、施工能力の高い全周回転式オールケーシング工法を採用した
　その結果、設計工法のベノト（揺動）式と比較し振動及び騒音の低減ができ、かつ、掘削時
　に土質の変化にも柔軟に対応でき、鉛直精度及び品質の向上を図った
・仮設工事用道路の設置にあたり、隣接工事の工程に影響され工程の遅れが予測されたが、関
　係者と協議を重ね、迂回案を立案して工期内完成を可能にした
・現場向かいの保育園に配慮し、作業ヤードを保護者の駐車スペースとして提供する等、関係
　を良好に保つことで工事を円滑に進めることができた

特    徴

写　　　　　真

平成27年3月27日

05-005082

 ◆施工業者からのＰＲ

一般土木 Ａ級

 ◆発注公所の推薦理由

１）工程短縮のための施工方法の提案、実施
２）品質確保のための取り組みの実施

現場代理人　福岡 幸一

秋田地域振興局（建設部）

１）農道橋 L=25.5m　　２）土工 N=1式　　３）橋梁下部工 N=2基

４）護岸工 A=239m
2 　　 

５）仮設道路・残土置場整地工 N=1式

・本工事は、河川改修工事に伴う農道橋の架替工事のうち、下部工の施工を実施したものであ
　る
・他の施工業者による下流側護岸工の工事が同時期に行われており密な調整が必要であったこ
　と、また改修前の河川断面が小さいことから降雨・融雪による増水の影響を受けやすく工程
　管理に注意が必要な現場であったが、工程短縮のための工夫を取り入れ、且つ所定の品質を
　確保して工事を完了させたことから、優良工事としてふさわしいものである

概    要

佐藤 勝之

工    期

工種・格付

完成年月日
平成26年8月29日～

代表取締役　沢木 則明

平成27年3月27日

佐藤 辰也

 ◆工事概要

広域河川改修事業（豊川） ２５－ＫＡ３１－１０工事

潟上市昭和船橋

株式会社沢木組

完成写真 下部工設置状況
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１５　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称

請 負 額 75,806,280 円

代 表 者

許可番号 監理技術者等

（構 成 員）

（許可番号） (監理技術者等)

発注公所

主任監督員 監 督 員

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・本工事は、沢内地区における地すべり対策に伴う、吹付枠工及びアンカー工である
・アンカー工における鉄筋挿入工で、当初設計での足場工による施工からラフテレーンクレー
　ンを使用したハングドリル工法に変更することで、冬期間での施工性・安全性の向上と工期
　短縮に努めている
・施工箇所が民家に近接していることから、超低騒音型のバックホウを使用しているほか、自
　動エンジン停止機能により、燃料消費量・排ガス排出量の低減がなされるなど周辺環境への
　配慮が見られる
・施工箇所に隣接する一人暮らしの民家や自治会館の除雪を頻繁に行うなど、地域への貢献も
　評価できる

 ◆施工業者からのＰＲ

・地すべり発生箇所での冬期にわたる施工のため、安全性の確保を図りながら工期短縮に努め、
　無事故での完成に繋げることができました
・工事完成後、地域住民の方から「雨が降っても安心して眠れる」という言葉を頂いたことが
　法面工事業に携わる者として何よりの喜びです
・今後も地域の安全・安心を守るため全社を挙げて努力して行きたいと思います

概    要

特    徴

１）土工 排土工 4,110m
3
　２）抑止工 法枠工･ロックボルト工 552m

2

３）斜面改良工 植生基材吹付工・植生マット工 1,876m
2

１）民家に近接した斜面への吹付枠工及びアンカー工である
２）ハングドリル工法の実施により安全性の向上と工期短縮に努めた

由利地域振興局（農林部）

畠山 欣也 加藤 晃

工    期
平成26年10月10日～

完成年月日 平成27年3月25日
平成27年3月25日

株式会社宮原組　代表取締役　宮原 竜也

05-010808 現場代理人　嵯峨 四郎

株式会社沢木組　代表取締役　沢木 則明

05-005082 主任技術者　関谷 洋史

 ◆工事概要

沢内地区 地すべり対策事業 ２６－０２２２１－Ｋ０１工事

由利本荘市東由利宿

宮原組・沢木組特定建設工事共同企業体

工種・格付 法面 Ａ級

完成（全景） ハングドリル工法
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１６　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 96,972,120 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

・本工事は、国道１０８号における防雪柵を設置する工事である
・防雪柵の品質確保のため事前に試験杭を打設し、現場の地質条件に合わせ、ダウンザホール
　ハンマー工法に変更したほか、出来形・品質管理には設計杭芯の座標化や杭偏心量測定など
　品質確保に工夫が見られる
・農地や市道に隣接する現場であったが、土砂飛散防止の簡易フェンスの設置や部材設置の際、
　橋梁点検車を使用するなど、安全性や作業効率の向上に努めている

 ◆施工業者からのＰＲ

・国道１０８号前杉バイパス１１月１日の開通に向け、現地条件に対応した工法選定、工程管
　理、安全対策を重点的に行いました
・現地照査等の結果、基礎杭施工箇所に玉石が確認されたため、確実性を重視し先行掘削工法
　（ダウンザホールハンマー工法）の採用、工場製品納期の管理・隣接工事業者との調整、鋼
　管杭芯の出来形及び品質確保、工程に影響を及ぼす要素について、注視対応しながら現場を
　進め、完成する事が出来ました
・今後も更なる技術力の向上と安全管理の徹底を目標に、地域に貢献できるよう努力して参り
　ます

特    徴

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

１）現場条件に即した施工方法の検討・実施
２）出来形、品質向上への積極的な取り組み

工    期
平成26年6月9日～

完成年月日 平成26年10月29日
平成26年10月31日

概    要
１）施工延長 L=503.5m
３）防雪柵 L=88m

２）防雪柵 L=415.5m
４）路肩ブロック L=545m

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役　土田 克夫

現場代理人　佐藤 繁則

由利地域振興局（建設部）

京野 秀朗 鈴木 一利

 ◆工事概要

地方道路交付金事業（国道１０８号） ２６－ＨＦ１８－６０工事

由利本荘市矢島町立石

矢島建設株式会社 05-000224

ﾀﾞｳﾝｻﾞﾎｰﾙﾊﾝﾏｰ施工状況 完成写真防雪柵上部設置状況
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１７　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 75,916,440 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

由利本荘市御門

05-000823長田建設株式会社

取締役社長　長田 憲一

由利地域振興局（建設部）

現場代理人　佐藤 栄

工種・格付 一般土木 Ａ級

地方道路交付金事業（国道１０７号） ２５－ＨＦ１７－３０工事

 ◆工事概要

・融雪水の影響で早期施工が求められたボックスカルバートの施工では、油圧ジャッキによる
　推進施工を行い支障物撤去前の早期施工を実現しました
・地域住民からの要望等に速やかに対応する為の対応マニュアルを作成し、地域と共存できる
　現場体制を確立しました

 ◆発注公所の推薦理由

 ◆施工業者からのＰＲ

・本工事は本荘市街地における地盤改良工及びカルバートを施工する道路改良工事である
・舗装部の品質確保のため、アスファルトフィニッシャーに高感度センサーを設置したほか、
　アスファルト混合物の付着防止剤を使用するなど工夫がみられる
・市街地での施工となったが、店舗の出入り口を示す看板や騒音計・振動計を設置するなど現
　場に隣接する店舗・住宅に配慮する取組がなされている

齊藤 一人京野 秀朗

平成25年11月25日～

平成26年6月20日
平成26年6月20日工    期 完成年月日

１）アスファルト舗装工の出来形・品質向上への取り組み
２）近隣店舗・住宅への配慮の徹底

写　　　　　真

特    徴

概    要
１）施工延長 210m

3

３）舗装工 表層 1,710m
2

２）地盤改良工 置換 1,370m
3

４）カルバート工 1式
3

カルバート据付状況 完成写真アスファルト舗装敷設状況
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１８　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 98,331,840 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

仙北市田沢湖生保内

05-004995万六建設株式会社

代表取締役　田中 恒雄

仙北地域振興局（農林部）

監理技術者　三浦 裕喜

工種・格付 一般土木 Ａ級

岩井沢 治山施設機能強化事業 ＲＦ１１１５Ａ９２１工事

 ◆工事概要

・生コンクリート打込みの際、バイブレーターにマーキングを施し、２層目からは先に締固め
　た層に１０ｃｍ程度入り込むようにして締固めをおこなって施工した
・現場内に警報機付雨量計を設置し、大雨時の避難の目安とした
　また、コンクリート打設などのクレーン作業時は風向・風速を簡易風速計や吹流しの角度で
　確認し、安全の確保に努めた
・熱中症対策として、現場内に休憩用の日除けテントを設置し、塩入麦茶を７月から９月末ま
　で毎日１０Ｌ常備した

 ◆発注公所の推薦理由

 ◆施工業者からのＰＲ

・本工事は、秋田駒ヶ岳の火山噴火に起因し発生が想定されている土石流対策を含めた治山ダ
　ム工事であり現場は標高６５０ｍで積雪期は１１月下旬からと施工時期が限られた地区であ
　る

・治山ダム工築堤に際し、必要であったコンクリート量は約１，６００ｍ
３
と膨大であり、そ

　の施工・品質管理が重要であったが、仮設計画の提案や品質確保のための独自管理項目の設
　定など、創意工夫をもって実施したことにより、予定どおり積雪期前に工事完了することが
　出来た
・ダム本体のほか、間詰め部分への木製残地型枠の使用や渓流内にある転石を使用した河道整
　理など美観向上を図り、周辺環境への配慮を実施した（周囲に田沢湖高原やスキー場）

佐藤 政樹高橋 信義

平成26年3月28日～

平成26年11月28日
平成26年11月28日工    期 完成年月日

写　　　　　真

特    徴

概    要
１）治山ダム工（鋼製谷止工） N=1基
２）仮設道路工 L=140.0m

１）コンクリート品質向上のための取り組み
２）周辺環境に配慮した取り組み

完成写真 コンクリート打設状況鋼製スリット建込状況
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１９　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 43,147,080 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

写　　　　　真

特    徴

概    要
１）林道開設 L=440m、W=4.0m

２）切土6,643m3、路盤工1,223.7m
2
、擁壁工2基、道路付属施設1式

１）過酷な作業条件下（急峻な地形等）での施工
２）工期達成のための工夫

高橋 信義

平成26年6月9日～

平成27年1月20日
平成26年12月19日工    期 完成年月日

前沢線２工区 流域育成林整備事業 ＲＦ１２０１Ａ１１１工事

 ◆工事概要

・重機械の滑落による事故が懸念されたため、後方小旋回型油圧ショベル（後方カメラ付）の
　使用や誘導員配置による安全監視体制の充実を図った
・支障木伐採に先立ち、入念な事前測量を行い工事区域外の植物等を伐らないようにした
　さらに下流への濁水防止のため沈砂池にフィルター材を設け環境への配慮に努めた
・コンクリート路面工の乾燥収縮による品質低下が懸念されたが、現場周辺には水源がないた
　め場外からの水の確保や雨水を溜め活用した
　また、等間隔に設置したスプリンクラーを使用することにより、ひび割れを防止し品質確保
　に努めた

 ◆発注公所の推薦理由

 ◆施工業者からのＰＲ

・本工事は、森林整備に直結する林内路網を形成する上で、恒久的施設となる幹線的林道を整
　備するものである
・通常林道工事は、狭い作業ヤードでの施工となることに加え、本路線内でもっとも急峻な地
　形での施工となったが、安全管理はもとより施工管理を徹底して行い、事故も無く完成させ
　た
・当初計画では想定していなかった、固結度の高い岩の発生や、風化作用の著しい切土法面へ
　の対策工法の追加など変更を余儀なくされたが、その対応が迅速であり、積雪期を避け１ヶ
　月の余裕をもって完成させた

佐藤 政樹

大仙市協和峰吉川

05-002019進藤建設株式会社

代表取締役　進藤 章

仙北地域振興局（農林部）

現場代理人　佐藤 洋平

工種・格付 一般土木 Ａ級

完成写真 土工施工状況コンクリート路面工施工状況
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２０　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 35,169,360 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

１）安全対策の徹底
２）周辺環境に配慮した取り組み

・本工区は大曲駅前の大仙市中心市街地にあり、日当たり交通量が９，２００台余りと非常に
　多く、また、第一種市街地再開発事業が進められている区画とも隣接している
　改良した交差点は小学校や中学校からほど近く、また病院や薬局を利用するお年寄り等、多
　くの方々が利用することから、綿密な安全管理が求められた
・これに対し、施工時の飛び石対策の工夫や付き添い誘導の実施等、きめ細やかな安全確保を
　行い、他の工事の模範となる対策を積極的に実践した
・また、近隣に個人病院・薬局・住宅が隣接しており、取り壊し工事等における騒音・振動対
　策についても創意工夫が見られ、様々な制約がある中で、沿線住民や病院・薬局関係者、入
　院患者等から苦情が寄せられることが一切無く、新組合病院の開業にも遅れることなく工事
　を完成させた

 ◆施工業者からのＰＲ

・本工事の施工箇所は交通量が非常に多く、付近の小・中学校の通学路であったため、各学校・
　近隣住民への工事広報の配布と工事説明を行った
　また、歩道幅を確保するため、スリムタイプの看板を使用し、安全管理に努めた
・コンクリート取り壊し作業は、ブレーカーを使用せず、静的破砕材（ブライスター）により
　施工することにより、振動・騒音の削減を徹底した

特    徴

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

工    期
平成25年9月17日～

完成年月日 平成26年4月21日
平成26年4月25日

概    要

１）施工延長 L=129.9m、幅員 W=8.25(14.5～15.5)m

２）車道舗装工 A=1,600m
2
　 ３）歩道舗装工 A=173m

2

４）側溝工 N=1式　　　　　 ５）歩道無散水消雪敷設替 A=147.9m
2

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役　佐藤 藤男

現場代理人　小松 正樹

仙北地域振興局（建設部）

鳴海 勝哉 髙橋 弘樹

 ◆工事概要

県単道路改築事業（大曲大森羽後線） Ｉ１０６－９０工事

大仙市大曲福住町

髙吉建設株式会社 05-000041

着工前 完 成
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２１　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 111,560,760 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆工事概要

亀福（二期）地区 公害防除特別土地改良事業 ００２０７－Ｋ０２工事

横手市増田町

株式会社吉田建設 05-002514

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役　吉田 博行

現場代理人　井上 亨

平鹿地域振興局（農林部）

田上 文啓 岩沢 竜太

工    期
平成26年3月26日～

完成年月日 平成26年11月21日
平成26年11月28日

概    要 １）客土工 A=4.2ha

 ◆施工業者からのＰＲ

・長年に渡り公特事業・ほ場整備に携わってきた経験・実績を活し、受益者に納得・満足して
　いただける工事を目指し取組んだ結果、品質向上・工期短縮・無事故完成を実現できました
・引渡し後、受益者の維持管理が容易になるよう配慮した施工を心がけました
・客土運搬車両にドライブレコーダーを搭載し、運行管理の徹底と安全意識向上を図りました
・土壌改良工の一連の作業を記録したＤＶＤを制作し、受益者に配布して施工状況・出来栄え
　を確認してもらい信頼を得ることができました

特    徴
１）現場条件に適した施工（客土材質に適用した植生による法面保
　　護）
２）安全確保及び地域住民（関係者）との協調

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・客土材は砂質系が強く植生に時間を要するため、創意工夫による法面崩壊防止対策として植
　生マットを施工している
・沿線住民に対する客土材運搬時のダンプトラックの運行ルートの周知、新技術を活用した運
　行管理を実施している
・土壌改良材の施工状況を記録し配布するなど、受益者目線のきめ細かな配慮が見受けられる

植生マットによる法面保護
土壌改良施工状況ＤＶＤ

（受益農家に配布）

ＧＰＳ機能付ドライブレコーダー
による安全管理対策

 ２６ 第３６回秋田県優良工事表彰



２２　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 12,463,200 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆工事概要

県単道路補修事業（野崎十文字線） Ｇ５５７－２０工事

横手市大雄字田根森　他

ミノル工業株式会社 00-024421

工種・格付 ほ装 Ａ級

代表取締役　神谷 俊彦

現場代理人　松田 怜

平鹿地域振興局（建設部）

松井 一義 遠田 久雄

工    期
平成26年6月27日～

完成年月日 平成26年8月21日
平成26年9月30日

概    要
１）施工延長 L=640m

２）路面切削工 A=3,150m
2
、オーバーレイ工 A=3,150m

2

　　区画線 N=1式

 ◆施工業者からのＰＲ

・工事施工に先立ち、近隣住民の意見・要望を取り入れるため工区内へ目安箱の設置を行い、
　道路利用者の意見を取り入れた施工及び地域貢献活動を行うことに留意し、着手しました
　結果、施工時間変更の要望・交差点部除草の要望・段差による振動対策の要望等多数の意見
　がよせられ、近隣住民・道路利用者のニーズを満たした施工をしました
・建設業界へ興味を持ってもらおうと、近隣保育園のご協力のもと園児と建設機械とのふれあ
　い体験を開催し、交流を図りました

特    徴
１）現道舗装工事
２）品質向上に対する取り組み

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・当工事は、交通量の多い地区での舗装工事であり、施工にあたっては道路交通への配慮が特
　に必要とされたため、舗設時に交通車輌及び作業員の安全確保のための対策に努めた
・舗設時に打継ぎ目をジョイントヒーターを使用し、クラック発生防止に努め、維持管理コス
　ト低減への工夫がみられた
・舗設時に超音波自動センサを使用することにより、出来形の精度向上、路面の平坦性向上が
　図られ、舗装の品質向上に向けた取り組みに優れている

完成写真
切削後の段差箇所を視認性の
良いﾏｰｷﾝｸﾞを施工した

ﾚｰｷﾏﾝ不要のｱﾀｯﾁﾒﾝﾄを装着し、
施工した
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２３　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 88,078,320 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

 ◆工事概要

県単河川改良事業（横手川） Ｋ４１６－１０工事

横手市下境

伊藤建設工業株式会社 00-024734

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役　中村 清昭

現場代理人　小田嶋 幸夫

平鹿地域振興局（建設部）

阿部 透 長谷川 丘

工    期
平成26年7月11日～

完成年月日 平成27年3月20日
平成27年3月20日

概    要
１）施工延長 L=104.5m
３）魚道工 L=67.7m

２）護床工 N=519個

 ◆施工業者からのＰＲ

・１０月中旬頃より１１月末迄、現場周辺に毎日数十匹の鮭が産卵のため遡上していたので、
　瀬回し後、騒音で鮭に悪影響を与えないように重機作業等を慎重に行った
・資・機材搬入路は既設堤防の使用となっていたが、既設堤防はＷ＝３．０ｍと狭く、破損を
　防ぐ為土地改良区の了解を得て、農道に敷き鉄板で養生する事により、堤防の破損を未然に
　防いだ
・職人不足や、鋼材（鋼矢板・敷鉄板）の入手困難等で工程管理に苦労したが、パーティを増
　やしてどうにか増水時までに、魚道工・護床工を完成する事が出来た

特    徴
１）冬期施工におけるコンクリートの品質確保
２）護床工の出来形向上

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

・魚道工コンクリート打設時において、流動性および耐久性の向上を目的とした新技術である
　生コンクリート改質材を添加させたことで、魚道表面は凍結の形跡がなく綺麗な仕上がりと
　なった
・給熱養生時にはサーモセンサーを取り付け過度な温度上昇による乾燥ひびわれの発生を抑制
　するなどして品質確保の取り組みを行っている
・護床工は歪なブロック配置計画であったが、河床部不陸整正工を徹底したほかブロック据付
　け時は横断変化点毎に設置高の測定箇所数を増やし管理することで、正確な計画勾配の整形
　に努めた

下流から上流を望む 護床工完成状況魚道工完成状況
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２４　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 27,894,240 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

羽後町上仙道

05-000321株式会社柴田組

代表取締役社長　柴田 晋

雄勝地域振興局（農林部）

現場代理人　佐藤 一志

工種・格付 一般土木 Ａ級

二ツ橋地区 ため池等整備（ため池）事業 ０１３０４－Ｋ０１工事

 ◆工事概要

・盛土の品質管理について、ＲＩ計器を使用した管理を提案し、迅速な品質管理及び適切な工
　程管理に努めた
・バックホウにオートレベル機能を付加し、切土等の精度向上を図りつつ、迅速な施工に努め
　た
・盛土材運搬において、沿線住民へ２回のチラシ配布（施工前・施工中）を行い、円滑な施工
　に努めた
・現場出入口にポンプ散水による車両洗浄場を設け、公道への泥等落下防止を図った

 ◆発注公所の推薦理由

 ◆施工業者からのＰＲ

・本工事は、天候の影響を受ける堤体盛土工事であり、かつ工期はかんがい後から降雪前まで
　の限られたものであった
　このような条件下において、降雨が予測される際の迅速な排水対策の実施、ＲＩ計器による
　現場密度試験等の測定により、適切な工程管理及び品質管理に努め、良好に工事を完成させ
　た
・施工中にため池受益者及び地域住民を招いての現場見学会を開催し、地域住民との積極的な
　コミュニケーションを図った

伊藤 俊治沢田 明彦

平成26年8月8日～

平成26年12月5日
平成26年12月5日工    期 完成年月日

写　　　　　真

特    徴

概    要 １）堤体工 N=1式、堤体盛土工 V=5,899m
3

１）天候の影響を受ける堤体盛土工事であり、適切な工程及び品質の
　　管理が求められる

完成(堤体盛土) ＲＩによる現場密度試験降雨対策状況(ｼｰﾄ養生)
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２５　第３６回 秋田県優良工事表彰 受賞工事

工 事 名

施工地名

商号又は名称 許可番号

請 負 額 109,804,680 円

代 表 者

監理技術者等

発注公所

主任監督員 監 督 員

・本工事は、国道１０８号秋の宮工区改良工事に伴うボックスカルバ－トの設置工事である
・国道１０８号は宮城県大崎市と秋田県湯沢市を結ぶ観光道路であり、地域住民の重要な生活
　路線であったため、ボックスカルバ－ト施工の際は迂回路を設置し現交通を切り回す必要が
　あり、その時期は冬期となった
・迂回路切り回しによる事故（変則的なカ－ブがあるため）が懸念されたが、自主的に電光掲
　示板、反射板を設置
　また、凍結が予想される天候時は凍結防止剤を散布するなどして安全管理を徹底した
・このため、懸念された事故の発生もなく無事に工事を終えた
・工事の進捗状況や、工事以外の情報などを記した独自の「工事だより」を作成し情報をオ－
　プンにして住民へ配布したことにより、住民からの信頼も厚く苦情の発生が無かった

 ◆施工業者からのＰＲ

・市水道切回し工事及び積雪による工程への影響がありましたが適宜作業計画を見直し工期内
　に完成しました
・現場打ちボックスカルバ－トの品質向上のため温度センサ－によるコンクリ－トの温度管理
　を徹底し、適宜散水養生を実施し高品質を確保するよう品質管理を行いました
・現場従事者一丸となり、『事故を起さない・起させない』をモットーに第三者を含め、無事
　故・無災害になるよう安全管理に努めました

特    徴

写　　　　　真

 ◆発注公所の推薦理由

１）交通量の多い国道工事での安全対策の徹底
２）地元住民への工事内容の積極的な周知

工    期
平成26年1月31日～

完成年月日 平成26年12月22日
平成26年12月22日

概    要
１）施工延長 L=212.3m
３）場所打函渠工 N=1基

２）地盤改良工(安定処理) A=1,360m
2

４）護岸工 N=1式　 ５）迂回路工 N=1式

工種・格付 一般土木 Ａ級

代表取締役　高橋 光明

現場代理人　堀江 勇

雄勝地域振興局（建設部）

千葉 寿晃 福田 行裕

 ◆工事概要

地方道路交付金事業（国道１０８号） ＨＦ１５－６０工事

湯沢市秋ノ宮

株式会社皆瀬土木 05-004615

独自に設置した安全施設 切り回し迂回路ボックスカルバ－ト
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秋田県優良工事表彰　選考委員会名簿

選 考 委 員 長 副 知 事 堀　井　　啓　一

選 考 委 員 総 務 部 長 天　利　　和　紀

〃 農 林 水 産 部 長 奈　良　　　 　博

〃 建 設 部 長 石　黒　　　 　亙

秋田県優良工事表彰　幹事会名簿

幹 事 長 建 設 部 次 長 柴　田　　公　博

幹 事 （秋田県入札制度適正化推進委員会技術専門部会）

〃 部 会 長 及　川　　　 　洋

〃 専 門 委 員 長 谷 川　 兼 一

〃 専 門 委 員 石　山　　　 　智

〃 専 門 委 員 永　吉　　武　志

〃 （ 秋 田 県 知 事 部 局 関 係 課 ）

〃 農 林 水 産 部 参 事 兼 農 地 整 備 課 長 瀧　川　　拓　哉

〃 水 産 漁 港 課 長 千　葉　　俊　成

〃 森 林 整 備 課 長 佐　藤　　龍　司

〃 建 設 政 策 課 長 渡　辺　　雅　人

〃 技 術 管 理 課 長 菅　原　　　 　喬

〃 都 市 計 画 課 長 石　川　　浩　司

〃 道 路 課 長 佐　藤　　和　義

〃 河 川 砂 防 課 長 鐙　　　 　藤　広

〃 建 設 部 参 事 兼 港 湾 空 港 課 長 高　橋　　靖　弘
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秋田県優良工事表彰要綱

（表彰の目的）
第１条 県が発注した工事のうち、優秀な工事を施工したものを表彰することにより、建設技術の向

上を図ることを目的とする。

（表彰の対象）

第２条 対象は、前年度に完成した工事とし、秋田県工事成績評定に基づき評価されたものとする。

（表彰の名称）
第３条 名称は、「秋田県優良工事表彰」とする。

（表彰の基準）
第４条 次のすべてを満足すること。

（１）当該工事の出来形が優秀であること。

（２）当該工事全般の管理状況が良好であること。
（３）当該企業において労働災害がないこと。

（４）当該企業における各工事の施工成績が良好であること。
（５）建設業法及び「建設産業における生産システム合理化指導要綱」を遵守し、他の模範とされ

る施工企業であること。

（推 薦）

第５条 各所属長は、表彰することが相当と認める工事があるときは、選考委員長へ推薦するものと
する。

（選考委員会）
第６条 表彰すべき工事を選考するため選考委員会を置き、その構成は、別表第１のとおりとする。
２ 選考委員会は、次項の幹事会の調査報告にもとづいて協議し、表彰すべき工事を決定するものと

する。
３ 選考委員会に幹事会を置き、その構成は別表第２のとおりとする。

４ 幹事会は、各所属長より推薦のあった工事について、当該工事の調査を行い、その結果を選考委
員会に報告するものとする。

（表 彰）
第７条 表彰の種類は、優良工事表彰、特別表彰、地域振興局長表彰とする。

２ 被表彰者は、施工企業の代表のほか、その工事を担当した監理技術者等とする。

（事務局）

第８条 事務局は、技術管理課に置く。

（補 則）

第９条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定めるものとする。

附 則
この要綱は、昭和55年５月１日から施行する。

平成10年３月27日一部改訂

平成12年４月１日一部改訂
平成16年４月１日一部改訂

平成18年４月１日一部改訂
平成19年４月１日一部改訂
平成20年４月１日一部改訂

平成21年６月１日一部改正
平成22年４月28日一部改正

１．この要綱は、平成23年４月25日から施行する。

２．平成２２年度の豪雪又は東北地方太平洋沖地震に伴い、契約事項第20条第３項又は第21
条第２項の規定に基づき、工期延長された工事で、平成２３年４月１日から同年同月末日

までに完成した工事については、本要綱第２条に規定する前年度完成した工事として取り
扱うものとする。

この要綱は、平成24年４月１日から施行する。

※上記要綱内の「別表第１」及び「別表第２」の構成員は、Ｐ３１の名簿参照のこと
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